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松阪市市民活動センター主催事業

地域の 

防災を 
考える。 

緊急合同企画　松阪市市民活動センター・松阪市自治会連合会 主催 

「パキスタン大地震・現地報告会」開催 

市民活動団体が共同で運営するお店がオープンしました！

◆関連記事が中面にあります。合わせてご覧ください。 

防災に対する高い関心の現れか、急な呼びかけにも関わらず多くの問い合わせがあり、当日は
自治会連合会の「防災対策研究会」の皆さんや市民活動センターの登録団体など、約３０名の
参加者と４つの報道陣にご来場いただきました。
講師の三宅正浩さんは、松阪地区広域消防組合の救急救命士。パキスタン東北部
で発生した大地震の直後から現地に入り、JICA国際緊急医療チームのメンバー
として現地入り。「災害時は、警察も消防も当てにならない。自分の身を守る
のは自分」と、お話いただきながら、被災地の地図や現地の写真をスクリーン
に映し、被災状況やご自分の役割についてご報告いただきました。「日本には自治会
があって、阪神大震災の時も共助（きょうじょ）の意識が多くの人命を助けたと聞い
ている。パキスタンにそのようなつながりがあるのか？」講演後次々に質問が飛び
ました。消防組合でJICA（国際協力機構）に登録しているのは、全国でも松阪だけ
だそうです。

行政、登録団体の情報・チラシをご自由にお持ち帰りいただけます。インターネットも無料でご利用いただけますので、どなたでもお気軽にお越し下さい。
松阪市市民活動センターは、ボランティアや市民活動など、公益的な活動をバックアップする施設です。

松阪市市民活動センター 松阪駅下車（JR側）、徒歩5分 
カリヨンプラザ駐車場あり（屋上） 
センター利用時間に限り無料 交通・駐車

市民が創る市民活動の情報紙ーアロマ 

次 回 発 行 は 4 月 上 旬 で す 。 

募集・イベント・事業案内など、共有したい情報
をお持ちの方は、「アロマ掲載希望」の件名で
「タイトル・趣旨・内容・日時・場所・問合せ先」
などをご記入の上、松阪市市民活動センター
までE-mail かFAXにて送付してください。 
原稿締切は2006年3月26日（日）です。 

　　　　　　　　　　　　　担当　北西 

料金は１時間。大小会議室の組み合わせ可。 

◎センターのホームページをリニューアルしました。 
アドレスは以前のままです。http://www.city.matsusaka.mie.jp/kyodo/
制作にあたり、e-MIX(イーミックス：登録団体）の橋本さんにアドバイスいただきました。
ありがとうございました。

◎2006年度からのセンターの管理運営について 
2006年度の更新についての詳細は３月にご連絡致します。

◎団体登録の更新について（2006年度） 

松阪市市民活動センターは、平成１８年4月１日から指定管理者制度を導入すること
になリました。指定管理者選定委員会の選定後、議会の議決を得て、指定された団
体は以下のとおりです。よろしくお願い致します。
　　　　　　〔団体名〕 Mブリッジ　　〔代表者〕 米山哲司

月曜～土曜日10：00～22：00 

市民活動情報サイト（登録団体の情報、会議室の空き情報）
http://genki365.net/gnkm/customer/matsusaka/

印刷機（紙持込）／コピー機 ／ 
マイク／プロジェクター     他 

機材等 会議室 

利用申込   ・・・   窓口で直接申請。又はお電話にて 
　　　　　　　受付後、申請書類が必要です。 

大会議室…机12　椅子36 （400 円） 
小会議室…机 4　 椅子12（200 円） 
外予備室…机 8 　椅子24（300 円） 
内予備室…机 4　 椅子12（200 円） 

  開館   情報提供  

   

  利用

センターからのお知らせ 
登録団体の 
みなさまへ 

お知らせ 
読者の 
みなさまへ 

松阪市市民活動センターのホームページ
http://www.city.matsusaka.mie.jp/kyodo/

交通事故撲滅市民大会

「なくそう交通事故を市民の力で！！」
〔入場料〕無料　参加者全員に蛍光タスキプレゼント
〔趣旨〕松阪市自治会連合会は、交通死亡事故がワースト上位を
占める松阪市、という不名誉を払拭するために交通事故撲滅市
民大会を開催します。講師は『車椅子の花嫁』『命をくれたキス』
などの鈴木ひとみさんです。
〔内容〕基調講演『車椅子からの出発（たびだち）』
〔日時〕２００６年３月２日（木）　１３：３０～（１３：００開場）
〔場所〕松阪市民文化会館
〔主催〕松阪市自治会連合会　〔後援〕松阪市・松阪警察署
〔問合せ〕松阪市自治会連合会　tel＆fax：0598-22-3507

♪「大正浪漫一座」公演申し込み 
〔内容〕大正浪漫一座は、月に１度のペースで、公演活動を行う　
コーラスグループです。 
〔日程、時間、演目〕できるだけご希望に添えるよう調整したいと
思います。ご希望に添えない場合もあると思いますが、遠慮なく
公演の申し出をしてください。 
〔問合せ〕まちの駅松阪「寸庵」内　大正浪漫一座事務局　　　
　　　　 小杉・中山　tel＆fax：0598-21-1306　 

HEART　HEAT　FESTIVAL！！ 2006
〔入場料〕無料
〔趣旨〕バンドやダンスなど、何かに打ち込む高校生が「表現でき
る場」を高校生がつくり、それを観に来た高校生が「自分にも何
かできるのではないか」という刺激を受け、自らの世界観を広げ
るきっかけをつくります。
〔内容〕アコースティック、ダンス、バンド、ファッションショー等。
〔日時〕２００６年３月１２日（日）　１０：００～１９：３０
〔場所〕三重短期大学体育館
〔交通〕近鉄江戸橋駅から徒歩１０分。
〔詳細〕http: //blog.goo.ne.jp/ysnet-blog/
〔主催〕y's-net
〔共催〕津市市民活動センター運営委員会、SP－ring
〔問合せ〕y's-net     ysnet-blog@mail.goo.ne.jp
　　　　津市市民活動センター事務局（津センターパレス３F）
　　　　tel：059-213-7200　fax：059-213-7201
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松阪鈴おどり実行委員会 メンバー募集中！
今年も祇園まつり当日に開催！
詳細はHPで→http://www.matsusaka-suzuodori.net/

松阪を中心に活躍する市民活動団体が、活動にちなんだ商品を
持ち寄り、共同でお店の運営を始めました。場所は松阪駅から歩
いて５分、カリヨンプラザ１F。この店で商品を買っていただくと、
その収益は出品団体が活動を続けるための資金となります。 

　 火・水・木 
13：00〜18：00 

※団体アピールショップの営業は、出店団体の当番制で行っています。 

営業時間

オープン初日・２日目 

初日と２日目の売り上げ合計は¥58,590になり、 
来店者は100人を超えました。引き続き、応援してくださいね。 
お問合せは、0598-26-0108 松阪市市民活動センターへ。 

ご利用時間内

駐車無料

11月29日（火）13：30～15：00 

◆関連記事が中面にあります。合わせてご覧ください。 

カリヨンプラザの１階空き店舗。 

道行く人や駐車場の利用者、会議後の団体が、 

「何のお店？」と覗いていく。 

登録団体からの

会議室・備品のご利用には、 
センターに市民活動団体として 
の登録が必要です。 
登録についてもお気軽に 
お問合せ下さい。 



 

毎日新しい工夫と交流が生まれる 

■メール配信登録方法■ 
【メール配信の登録・変更】 
a@bosaimie.jp へ空メールを送信してください。 

【メール配信の登録解除】 
d@bosaimie.jp へ空メールを送信してください。 

（※ご利用に当たって・・登録前に、「bosaimie.jp」ドメインからの 
　  メールを受信できるように設定をお願いします。） 

2006 .2 . 10 

イザという時に備えて。 
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松阪の 市民活動マップ 

今回は、 
【防災意識の啓発に取り組む団体】と 
【災害時の活動に備えている団体】をご紹介します。 
これらの団体は、どなたでも参加することのできる事業も
行っています。 
※記事は主に松阪市市民活動センターの登録団体で構成しています。 
掲載した団体以外にも、セミナーや講習会等に参加し意識を持って実践している団体や、災害時
に活動しようという団体があります。詳しくは、松阪市市民活動センターHPの登録団体一覧表
をご覧ください。 　　 
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この事業は、センターが市民活動団体に、

「活動を地域にアピールし、共感を得ながら、補助金

や助成金に頼らない自立した活動資金を得る方法」

を提案したもです。

関心があり積極的な13団体のご意見・ご協力と、

趣旨に賛同した３つの出店団体とで、驚くほど短期

間のうちに出店にこぎつけることができました！

   あなたの携帯に、災害情報が届く！?　【 防災みえ.jp 】 
県のつくる「防災みえ.jp」では、個人にいち早く災害情報をお知らせする、メー
ル配信サービスを行っています。このサービスは登録（無料）された携帯アドレ
スへ情報を配信するもので、気象庁より、県内に注意報・警報が発表された時
や、台風の進路・暴風域に関する情報、津波・地震に関する観測・注意・予知情
報なども配信されます。配信頻度など、詳しくはホームページをご覧ください。
【 防災みえ.jp　http://www.bosaimie.jp/mie/ 】 

0598-36-6500
防災ボランティア 
ネットワーク松阪（DVネット） 

●防災出前講座の実施（地域組織、自治会や行政、企業へ） 
●福祉防災ワークショップの開催 
●災害時の救援活動やボランティアコーディネート 
●行政の防災行事への参加　　　　　　　　　　　　　　　など 

災害時ボランティアの役割を問い直すことから活動を始め、今年で10年。
年間25回を数えるワークショップ形式の出前講座を実施し、行政とともに
被害想定（DIG）などを通じた【足下からの防災】を考える。
「行政の作るハザードマップも大切ですが、それを見てもどう動けばいいの
かわからない。私たちが自治会などでワークショップをする時は自分たち
で地域を歩いて現状を知ってもらい、“町内のハザードマップ”を作ります。
そういう場に、市の職員や消防の人に同席してもらっていますが、参加者に
は行政への要望の場にしないでと言います。きっかけがわかれば自分達で
取り組めるようになりますから。地域単位での防災力をつけてもらうよう
に、防災リーダーを育てるつもりでやっています。」
災害時には、県の持つ情報を実務レベルにまで伝える仕組みを重視する。
「市は状況判断と広域的な役割分担のコーディネートを。DVネットは市の
健康福祉部、社会福祉連絡協議会と共に【災害ボランティアセンター】を
作ります。出来るだけ早く現場に駆けつけて、ニーズ、要望は何かを把握し
ボランティアセンターに連絡すると、その情報がボランティア、機材、資金の
募集につながります」「一団体としてのパイプはできましたが、危機管理を
考えることは、環境、子ども、PTA、防犯・・・など全ての総合的なまちづくり
に関わること。１０年やってきて強く思うのは、普段から
つながりを持ち、役割分担するネットワークが必要だと
いうことです。」　

が 

できるまで 

◆Special Thanks！！→いせ市民活動センター「パルティショップ」、松阪街づくり公社（店舗）、 
　　　　　　　　　　　まちづくり応援メディア文章工房（大掃除）、スモーク・オン・ザ・フローター（大掃除）、チャンネルM（照明等設置）ほか 

松阪チャレンジドプレイス希望の園 

エイサーまつさか八部衆 エイサーまつさか八部衆 

あさみまちづくり協議会準備委員会 

国内外で様々な賞を受賞したり、展覧会を開催している障害を持つ
アーティスト達が作った作品を販売。色鮮やかな作品で、広い店内を
ぐるりと、にぎやかに飾る。

「エイサー」は三線、太鼓を使って
勇壮に舞い踊る沖縄の伝承芸
能。踊りを通じて青少年の育成
や地域に密着した活動を続けて
いる。オリジナル商品など販売。
テレビモニターや展示で、PRに
力を入れている。 

市が推進する地域マネジメントをいち早く推進する住民協議会。
防災・防犯・福祉など部会を立ち上げ、身近な地域の課題や将来について、
自分たちで決め、行う。県内有数の農業地域として新鮮な農作物を販売。
１週間で話し合いと、米の検査と、『あさみの米』のイラストシールを
手作りした。

「隊友会」は陸・海・空の自衛隊OBで構成さ
れる全国組織。県や市が主催する防災訓練
へ参加し、非常用ロープの結索法・応急担架
作製法・防災グッズの展示などを行ったり、
障害者の通院支援サービスなども行う。 
災害時には、自衛隊の活動が地域でスムー
ズに行われるよう後方支援を行う。 

0598-51-1953

●防災ボランティアとして自衛隊の災害
　派遣能力の広報
●災害時の後方支援活動

隊友会

「災害時に避難困難者にどう対応するか」受け
入れ先などの提案を市に伝える役割を担う。
防災ボランティアネットワークにも加入し、災
害時には、現地で保険の手続きや、必要な人員
の振り分けを行う。 
市や県、医師会の防災訓練への参加も。 

松阪ボランティア連絡協議会

●３５あるボランティアグループの 
　連絡、調整、交流行事など 

松阪市ボランティアセンター内 0598-23-2941

「いつだって最初にやる人は、手間も勇気もいるよね」 

センターと参加希望団体による初めての意見交換会で、 

こんな言葉がこぼれました。 

ショップのオープンまであと２週間足らずの夜・・やるのかやらないのか、 

まだ、事業自体の可否を含めて話し合いをしていました。 

センターからは「チャンスと場所を提供し、取りまとめる」役割をお伝えし、 

誰もが答えに困っていた「誰が店番をするのか」については、 

「試行期間中は人を雇わず、店番を出せることを前提に出店する」ことを提案。 

「【人の出せる時間】＝【開店時間】なら、出店できそうですか？」と投げかける、 

手探りの時間。 

団体からも意見が出され、 

「センターの役割は分かったが・・・ 

 団体側がどういう店にしたいかイメージを共有するのが先では？」 

「コミュニケーションが先か、行動が先か。今回の場合は、 

 まず試行期間をやってみて、理解が深まれば交流が始まるのでは？」 

「詳しく話せる人が店番だというのは魅力」 

「試行中にコミュニケーションを暖めて、その後のルールづくりをすればいい」 

 と、試みにゴーサインが出たのでした。 

「団体アピールショップ」は2006年3月末日まで試行します。 

DVネットの会議より 

出店団体を 
紹介します！ 

まだまだ 
出店団体募集中！ 

○□洗い　X人　○○センター 

▽○除去　Y人　○○地区 

○◇仕分け　T人　◇□駐車場 

・・・
 

松阪支部 
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